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User’s Manual   Version 1.0 No.PMN-03-10-YT-Mini-PWF

●マニュアル内の表記について
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。区別が必要な場合は製品型番で表記します。

●記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。

■本書の目的
本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。本書は、本製品を正しく
お使いいただくための手引きです。必要なときにいつでもご覧いただくために、大
切に保管していただきますようお願いいたします。

■ご注意
・ 本製品の故障・誤作動・不具合・通信不良、停電・落雷などの外的要因、第3者
による妨害行為などの要因によって、通信機会を逃したために生じた損害など
の純粋経済損失につきましては、当社は一切その責任を負いかねます。

・ 通信内容や保持情報の漏洩、改竄、破壊などによる経済的・精神的損害につきま
しては、当社は一切その責任を負いかねます。

・ ハードウェア、ソフトウェア、外観に関しては、将来予告なく変更されることが
あります。

・ 本製品内部のソフトウェア（ファームウェア）更新ファイル公開を通じた修正や
機能追加は、お客様サービスの一環として随時提供しているものです。内容や提
供時期に関しての保証は一切ありません。

・輸送費、設定、調整、設置工事などは、お客様負担となります。
・ 本製品は日本国内仕様であるため、別途定める保証規定は日本国内でのみ有効
です。

■著作権等
・ 本書に関する著作権は、プラネックスコミュニケーションズ株式会社へ独占的
に帰属します。プラネックスコミュニケーションズ株式会社が事前に承諾して
いる場合を除き、形態及び手段を問わず、本書の記載内容の一部、または全部を
転載または複製することを禁じます。

・ 本書の作成にあたっては細心の注意を払っておりますが、本書の記述に誤りや欠落
があった場合もプラネックスコミュニケーションズ株式会社はいかなる責任も負
わないものとします。

・ 本書の記述に関する、不明な点や誤りなどお気づきの点がございましたら、弊社
までご連絡ください。

・本書および記載内容は、将来予告なく変更されることがあります。

使用前に必ずお読みください
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本製品は、パラレルプリンタを接続する36ピンセントロニクスパレレル
ポートを1ポート装備し、IEEE802.11/IEEE802.11b規格に準拠した、
11Mbps無線LAN機能を持つ、コンパクトタイプのワイヤレスプリント
サーバです。本製品はTCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI、AppleTalkプロ
トコルに対応しており、Windows XP/2000/Me/98SE/98、Mac OS
8.x/9.x/X、Linuxなど幅広いネットワーク環境で簡単にプリンタの
共有をおこなうことが可能です。また、Windows対応の設定ユーティ
リティによる設定のほか、WEBブラウザによる設定をおこなうこと
が可能です。

は
じ
め
に

1

1 概要

● 双方向通信機能必須のプリンタや、WPS（Windows Printing System）
を使用したプリンタは使用できません。

●複合機（FAX、スキャナ、コピー等）でのご利用はできません。
● Macintosh（AppleTalk）で使用する場合はポストスクリプトプリンタの
み対応です。

注意
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は
じ
め
に

1 2 特長
●プリンタインタフェースにパラレルポートを装備
●無線LAN（IEEE802.11/802.11b 規格に準拠）を装備
●2.4GHz周波数帯を使用
●14チャンネルサポート
●11Mbps / 5.5Mbps / 2Mbps / 1Mbpsを自動認識
●インフラストラクチャ、IEEE802.11アドホック、アドホックモード
に対応

●ESS-IDおよびWEP機能により堅牢なセキュリティを実現
●11Mbps時50m、5.5/2/1Mbps時150mまでの通信が可能（屋内使用時、
最大見通し距離）※1

●TCP/IP 、IPX/SPX 、NetBEUI 、AppleTalk プロトコルに対応
●LED によりプリントサーバのステータス確認が可能
●フラッシュROM 搭載により、ユーティリティからファームウェアの
アップデートが可能

●Windows XP /2000 /Me /98SE /98、Mac OS X /9.x / 8.x、Linux ※2
に対応

●SNMP 対応
●DHCP（クライアント）対応
●IPP 「Internet Printing Protocol 」対応
●AppleTalk 使用時のバイナリモードサポート
●Windows 専用セットアップユーティリティ付属
※1 使用環境によっては、上記距離を満たせない場合があります。
※2 Linuxは弊社のサポート対象外です。あらかじめご了承ください。



11

パッケージに以下の付属品が含まれていることを確認してください。

●Mini-PWF 本体
●ユーティリティ&ポートドライバCD-ROM
●AC電源アダプタ
●ユーザーズマニュアル（保証書付）

付属品が足りない場合は、販売店または弊社テクニカルサポートまでお
問い合わせください。

は
じ
め
に

13 梱包内容の確認
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は
じ
め
に

■前面

■上面

「パラレルポート」
プリンタに直接接続するパラレルポート（セントロニクス準拠）です。

1 4 各部の名称

図1-1.Mini-PWFの前面・上面図
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は
じ
め
に

1
■背面

「電源コネクタ」
AC 電源アダプタを接続します。

「DIPスイッチ」
本製品のIPアドレス設定がわからなくなったり、ユーティリティソフト
で検出できない場合に使用します。使用方法は「付録B DIPスイッチ
使用方法」を参照してください。

「WLAN LED」
データの入出力時に緑色に点滅します。

「Status LED」
プリントサーバに電源が入るとオレンジ色に点灯します。データの
転送中およびプリンタの印刷中は点滅します。

「Resetボタン」
システムが正しく応答しなく場合や、機能停止状態になった時に本製品
を工場出荷時の設定に戻すことができます。Resetボタンを10秒以上
押し続けて離してください。Status LEDとWLAN LEDが交互に点滅し
たら成功です。

図1-2 Mini-PWFの背面図
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■裏面

「品番」
本製品の製品型番です。

「シリアルナンバー」
本製品のシリアルナンバーです。製品外箱に記載されているものと同
じ番号です。ユーザー登録時に必要となります。また、製品故障時な
どにサポートを受ける場合にも必要になります。

「ノードID（MACアドレス）」
本製品のMACアドレス（物理アドレス）です。

は
じ
め
に

1

図1-3Mini-PWFの裏面図
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本製品付属のユーティリティ&ポートドライバ CD-ROM には以下の
内容が入っています。

●Windows専用ユーティリティソフト「Smart Print Manager 3WJ」
●専用ドライバ「Planex PS Port」

は
じ
め
に

15 付属ユーティリティ&
ポートドライバ CD-ROMの内容
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インストレーション

第2章

17

プリントサーバを設置する際には必ず以下の点をお守りくださいます
ようお願いします。

●湿気の多い場所に設置しない
●チリやほこりの多い場所には設置しない
●直射日光のあたる場所や温度の高い場所には設置しない
●内部に熱がこもる原因となるので、周囲にはなるべく空間を空ける

イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2

1 設置場所について
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イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

プリンタのパラレルポートにプリントサーバのD-SUB36ピン
セントロニクスパラレルポートを接続します。

2

2 プリンタへの接続

1.

図2-1 プリンタのパラレルポートとMini-PWFの接続図
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本製品背面の電源コネクタに付属のAC電源アダプタを接続
します。

AC電源アダプタをAC100Vコンセントに接続します。

本製品背面のStatus LEDが点灯することを確認します。

2.

3 電源の接続

1.

3.

AC電源アダプタは必ず付属のものを使用してください。付属以外のAC電源
アダプタの使用は、製品の故障、誤動作等の原因となります。付属以外のAC
電源アダプタを使用した場合の故障は保証の範囲外となります。

注意

イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2



20 Mini-PWF



21

S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
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定

3

Smart Print Manager 3WJ
による設定

第3章

本製品にはWindows専用の管理ユーティリティ「Smart Print
Manger 3WJ」が付属しています。Smart Print Manger 3WJは

本製品のネットワーク上での管理及び設定をおこないます。

本製品付属のユーティリティ＆ポートドライバCD-ROMをコン
ピュータのCD-ROMドライブにセットします。

「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリックします。

1 インストール

本

1.

2.
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名前の欄にe:¥setup.exe（CD-ROMドライブがEドライブの場
合）と入力し「OK」をクリックします。

インストールウィザードが起動し、「ようこそ」画面が表示され
ますので「次へ」をクリックします。

S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
よ
る
設
定

3

3.

4.
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「インストール先の選択」ウインドウが表示されます。特に変更
しない場合はそのまま「次へ」をクリックします。インストール
先を変更する場合は、「参照」をクリックして、インストール先
を指定します。

「コンポーネントの選択」ウインドウが表示されます。インス
トールするコンポーネントを選択します。

5.

6.

S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
よ
る
設
定

3
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Smart Print Manager 3WJ：
Smart Print Manager3WJ本体です。本製品の設定及び管理を
おこなうコンピュータにインストールします。

Planex PS Port：
プリントサーバ用のドライバです。本製品を使用してプリンタ
から印刷するコンピュータにインストールするときは選択します。

インストールするソフトウェアを選択したら「次へ」をクリック
します。インストールが開始されます。

インストールが終了すると「セットアップの完了」ウィンドウが
表示されます。「完了」をクリックします。

7.

S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
よ
る
設
定

3
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ここではSmart Print Manager 3WJの起動とメインメニューについて
説明します。

■Smart Print Manager 3WJの起動

「スタート」→「プログラム」→「Smart Print Manager3WJ」を
クリックします。

2 ユーティリティの起動

1. S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
よ
る
設
定

3



Smart Print Manager 3WJが起動し、メインメニュー画面が
表示されます。自動的にネットワークと接続しているプリント
サーバを検索し、一覧を表示します。

■メインメニュー
メインメニューではネットワーク上の本製品の一覧が表示されます。

26 Mini-PWF

2.

S
m
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「デバイス名」
本製品に設定されている識別用のデバイス名です。デフォルト
では Mini_PSxxxxxx （xxxxxxはMACアドレスの後半6桁）です。

「MACアドレス」
本製品のMACアドレスです。

「プリントサーバ名」
本製品に設定されたネットウェアで使用されるプリントサーバ
名です。デフォルトでは PLANEX_PS_NAME です。

「バージョン」
本製品のファームウェアバージョンです。

「ステータス」
プリンタのステータス状態を表示します。

メインメニュー下部の情報表示バーには一覧から選択した本製
品の設定情報が表示されます。

27
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■アイコン
メインメニュー上部のアイコンをクリックすると下記の設定をおこな
います。

Properties（プロパティ）
プロパティはメインメニューの一覧から選択した本製品の詳細設定を
おこないます。設定方法は次項の「設定項目」を参照してください。

Wizard（ウィザード）
ウィザードはTCP/IPやNetWareを手軽に設定することができます。ウ
ィザードを使用するときはこのアイコンをクリックしてください。
TCP/IPまたはNetWareの設定のいずれかを選択してください。ウィザ
ードを使用することで各設定項目を順番に設定していきます。各項目
の説明に関しては次項の「設定項目」を参照してください。

Reset（再起動）
本製品の再起動をします。メインメニューの一覧から再起動したいプ
リントサーバを選択して、アイコンをクリックしてください。

S
m
art
P
rin
t
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Upgrade（アップグレード）
本製品のファームウェアをアップグレードするときに使用します。
アップグレードは以下の手順でおこなってください。

アップグレード用のバイナリファイル（mps20.bin）を Smart
Print Manager 3WJ のインストール先のフォルダにコピーして
おきます。
（インストール時に特にインストール先の選択をしていない場合
は“c:¥¥Program Files¥Network Print Server”にインストール
されています。）

メインメニューの一覧からアップグレードする本製品を選択して、
Upgradeアイコンをクリックします。

「アップグレード」ウィンドウが表示されますので、「ローカルア
ップグレード」を選択します。

「次へ」をクリックしてください。ファームウェアのアップグレ
ードが開始されます。

29

1.

2.

3.

4.

最新のファームウェア情報に関しましては弊社WEBページ上にてご確認くだ
さい。（http://www.planex.co.jp/）

注意

S
m
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Refresh（更新）
ネットワークと接続しているプリントサーバの情報を更新します。
アイコンをクリックするとネットワーク上の本製品を再検索します。

Toggle Infoview Bar（情報）
選択されたプリントサーバの詳細情報が表示されます。

About（ユーティリティ情報）
Smart Print Manager 3WJのバージョン情報が表示されます。

S
m
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Smart Print Manager 3WJの各種設定項目について説明します。

メインメニューから設定をおこなう本製品を選択して、ツール
バーのPropertiesアイコンをクリックしてください。Properties
ウィンドウが表示されます。

Propertiesウィンドウの各タブは以下の情報表示または設定を
おこないます。

■一般
一般情報
ここでは本製品の基本的な情報が表示されます。

3 設定項目

1.

2.

S
m
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●デバイス情報
本製品の情報です。

「MACアドレス」
本製品のMACアドレスが表示されます。

「バージョン」
本製品のファームウェアバージョンです。

「モデル」
本製品のモデル番号が表示されます。

「プリントポート」
本製品のプリンタポート数です。

「デバイス名」
本製品に設定されている識別用のデバイス名です。デフォルト
では Mini_PSxxxxxx （xxxxxxはMACアドレスの後半6桁）です。

●パスワード設定
本製品の設定を変更するためのパスワードを設定することが
できます。

S
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■ワイヤレス
ワイヤレス設定
本製品のワイヤレス設定をおこないます。

●一般設定

「モード」
ネットワークモードの選択をおこないます。
無線LANネットワークには、通常アクセスポイント使用してそ
れぞれの端末が通信をおこなうインフラストラクチャモード
またはアクセスポイントを使用せずにそれぞれの端末同士が通
信をおこなうアドホックモードと802.11アドホックモードがあ
ります。
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インフラストラクチャモードでワイヤレスネットワークを構築
する場合は｢インフラストラクチャ｣を選択してください。
アドホックモードでワイヤレスネットワークを構築する場合は、
｢アドホック｣または｢802.11アドホック｣を選択してください。
それぞれのアドホックモードは以下の違いがあります。使用
されるネットワーク環境に合わせて適切な設定をおこなって
ください。

「ESS-ID」
プリントサーバが検出しているESS-IDが一覧に表示されます。
一覧から選択するか、直接入力してください。
ESS-IDを指定することにより無線LANグループを作成する事が
可能になります。
ESS-IDを指定した場合は同じIDをもつコンピュータまたはアク
セスポイントしか通信が出来ません。

「チャンネル」
使用されるネットワーク環境に合わせてチャンネルを設定して
ください。
複数のチャンネルが混在する環境で使用される場合は必ず各チ
ャンネルの間を3つ以上空けてください。

「送信スピードモード」
アクセスポイントとの通信速度を設定します。
無線LANでは、通信速度が遅いほど通信距離が伸びパケットの
損失率は下がります。
アクセスポイント、端末までの距離が長い、または無線に適し
ていない環境の場合は通信速度を調整する事により最適なパフ
ォーマンスを発揮することが可能になります。

アドホック IEEE802.11
アドホック

ESSID 設定必要無し 設定必要あり

チャンネル 設定必要あり 設定必要無し
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●詳細設定

「ビーコン間隔」
ビーコン間隔の時間を設定します。デフォルトでは100に設定
されています。
0～65535まで設定可能です。

「フラグメンテーション」
フラグメンテーションの長さを設定します。デフォルトでは
2346に設定されています。
256～2346まで設定可能です。

「プリアンブル」
プリアンブルの長さを設定します。ロングとショートが選択でき
ます。デフォルトではロングに設定されています。

「認証タイプ」
認証タイプはWEPの規格で、「オープン」と「シェアードキー」
と2種類あります。MacintoshとWindowsなどを接続する場合
は「オープン」を選択します。自動的に選択する場合は「オート」
を選択します。
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●WEP設定

「WEP」
WEP暗号化の有効、無効を設定します。暗号強度は64bit、
128bitの2種類から選択することができます。いずれかのキー長
を選択します。

「キーフォーマット」
キー作成のファーマットを選択します。選択できるフォーマット
は文字列（a～z, A～Z, 0～9）と16進数（A～F, 0～9）です。

「キー 1」
WEP キーを入力します。選択したフォーマットに従って入力
してください。

設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。

64-bit WEPキーを選択した場合、作成できるキーは5桁の文字列か10桁の16
進数になります。例：AbZ12 （文字列） ABCDEF1234 （16進数）
128-bit WEPキーを選択した場合、作成できるキーは13桁の文字列か26桁の
16進数になります。

注意
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■TCP/IP
TCP/IP設定
本製品のTCP/IPの設定をします。

「IPアドレスを自動的に取得」
ネットワーク上にDHCPサーバがあり、DHCPサーバからIP
アドレスを取得する場合にはこちらを選択します。

「IPアドレスを指定」
本製品に割り当てるIPアドレスを固定するときはこちらを選択
します。通常はこちらを選択することを推奨します。

IPアドレス：
割り当てるIPアドレスを入力します。工場出荷時の設定は
「192.168.1.200」です。

サブネットマスク：
サブネットマスクを入力します。工場出荷時の設定は
「255.255.255.0」です。

ゲートウェイ：
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力します。工場出荷
時の設定は「192.168.1.1」です。
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設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。

■ネットウェア

●ネットウェア（NetWare）設定
ネットウェアを設定します。

プリントサーバ名：
ネットウェア上で使用される本製品の識別名です。

ポーリングタイム：
本製品がNetwareサーバを検索する間隔です。3～29秒の範囲
で設定できます。

●バイナリ設定
印刷時にバイナリモードを使用するための設定をおこないます。

ネットウェアサーバ：
使用するNetWareサーバを選択します。
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●NDS設定
NDSを使用するための設定をおこないます。

ツリー名：
NDSのツリー名を設定します。

コンテキスト：
NDSのコンテキストを設定します。

●暗号化パスワード
本製品がNetwareサーバのログインに使用するパスワードを設
定します。

パスワード：
Netwareサーバにログインするパスワードを設定します。

設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。

S
m
art
P
rin
t
M
an
ag
er
3W
J

に
よ
る
設
定

3



40 Mini-PWF

■アップルトーク

●アップルトーク設定
アップルトークの設定をします。

ゾーン名：
特定のゾーンに接続するときはゾーン名を入力します。

ポート名：
ポート名を入力します。通常は工場出荷時の設定を推奨します。

●プリンタタイプ
本製品に接続しているプリンタについて設定します。

プリンタタイプ：
本製品と接続されているプリンタのモデルを設定します。

データフォーマット：
PostScript対応のプリンタを使用している場合はASCII、TBCP、
BCPのデータフォーマットを選択します。

設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。
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■SNMP

●SNMP設定
ここではSNMPを使用して本製品を管理するための設定をします。

コンタクト：
管理者の情報を設定します。管理上分かりやすい値を入力する
事を推奨します。

ロケーション：
本製品の設置場所を設定します。管理上分かりやすい値を入力
する事を推奨します。

コミュニティ名：
本製品へのアクセス権を設定します。コミュニティは2個まで
設定できます。コミュニティ名は任意の名称が設定できますが、
同じコミュニティ名の端末からしかアクセスできません。コミ
ュニティ名はアクセス権限がそれぞれ設定でき、「ReadOnly
（読み込み専用）」または「Read/Write（読み書き可能）」から選択
できます。

SNMPトラップ：
管理端末にトラップを送信させるときにはチェックをします。
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認証トラップ：
認証トラップを使用するときにはチェックします。

トラップ送信先：
トラップを送信する管理端末のIPアドレスを設定します。管理
端末は2台まで設定できます。

設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。

■詳細

●設定
本製品で使用する機能を設定します。

Netwareのバイナリプリンティングを有効にする。：
Netwareのバイナリプリンティングを使用するときはチェック
を入れます。
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NetwareのNDSプリンティングを有効にする。：
NetwareのNDSプリンティングを使用するときはチェックをし
ます。

LPD/LPRプリンティングを有効にする：
LPD/LPRプリンティングを使用するときはチェックをします。

●プリンタ
プリンタの速度にあわせて本製品の速度を設定します。プリン
タの印刷速度が間に合わないときは速度を遅くします。

速い：
プリントサーバの転送速度を速くします。

普通：
通常のプリントサーバの転送速度です。

遅い：
プリントサーバの転送速度を遅くします。

設定が終了したら、「OK」をクリックします。設定が保存され、
本製品が再起動されます。
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Smart Print Manager 3WJをコンピュータから削除するときは以下の
手順でおこなってください。

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」をクリックします。
WindowsXPでは「スタート」→「コントロールパネル」をクリック
します。

4 アンインストール

1.
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「アプリケーションの追加と削除」または「プログラムの追加と
削除」をダブルクリックします。
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「インストールと削除」タブのリストの中に「Network Print
Server For Windows 2000/XP/2003」または「Network Print
Server For Windows 98/98SE/Me」を選択し、「追加と削除」
または「変更と削除」をクリックします。

アンインストールの確認メッセージが表示されます。「はい」を
クリックします。インストールされたソフトウェアのアンイン
ストールが開始されます。

3.

4.
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WEBブラウザを使用した設定

第4章
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製品はWEBブラウザによる設定をサポートしています。Windows
以外のOSをご利用の場合はWEBインタフェースから設定をおこな

います。

本製品にアクセスするコンピュータのIPアドレスを設定します。
工場出荷時の本製品を設定するときは、IPアドレスを
192.168.1.1～199、201～254の間で設定してください。サブ
ネットマスクは255.255.255.0に設定してください。

1 WEBブラウザからのアクセス

本

Internet Explorer 4.0またはNetscape 4.0以上のブラウザを使用してください。
WEBブラウザを使用して設定をおこなう前に、本製品のIPアドレスを確認し
てください。設定されていない場合は「Smart Print Manager3WJ」のユー
ティリティを使用してIPアドレスを設定してください。
工場出荷時の設定ではIPアドレスは192.168.1.200が割り当てられています。

注意

1.
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コンピュータのWEBブラウザを起動します。WEBブラウザの
「アドレス」または「場所」に本製品のIPアドレスを入力します。
「Enter」キーを押してください。
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工場出荷時の本製品のIPアドレスは192.168.1.200、サブネットマスクは
255.255.255.0に設定されています。

注意

2.
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本製品のWEB設定画面が表示されます。

設定画面の構成
本製品の設定画面は上側のメニュー画面と下側の設定画面で構
成されています。メニュー画面から設定したい項目をクリック
すると設定画面が切り替わります。
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■ステータス
ステータスでは、本製品の設定情報及び状態が表示されます。

◎システム
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「システム」を
クリックします。システムのステータスが表示されます。

「デバイス名」
本製品のデバイス名として設定した名前が表示されます。

「管理者情報」
本製品に管理者情報として設定した情報が表示されます。

「設置場所」
本製品に設置場所として設定した情報が表示されます。

「起動時間」
本製品が稼動している時間が表示されます。電源を投入してか
らまたは再起動してから経過した時間です。

「ファームウェアバージョン」
プリントサーバのファームウェアバージョンが表示されます。
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「ワイヤレスMACアドレス」
プリントサーバのMACアドレスが表示されます。

「ワイヤレスオペレーションモード」
プリントサーバのオペレーションモードが表示されます。通常
動作時はノーマルモード、DIPスイッチを使用している場合は診
断モードと表示されます。

◎プリンタ
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「プリンタ」を
クリックします。プリンタのステータスが表示されます。

「製造メーカー」
プリンタの製造元の会社名が表示されます。

「モデルナンバー」
プリントサーバと接続されているプリンタのモデル（型/品番）
が表示されます

「印刷言語サポート」
サポートされている言語が表示されます。

「ステータス」
プリンタの状態が表示されます。
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◎ワイヤレス
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「ワイヤレス」
をクリックします。現在の無線ステータスが表示されます。

「モード」
プリントサーバの通信モードが表示されます。

「アクセスポイントMACアドレス」
通信をおこなっているアクセスポイントのMACアドレスが表示
されます。

「ESS-ID」
設定されているESS-IDが表示されます。なにも設定していない
場合は＜ANY＞と表示されます。

「チャンネル」
設定されているESS-IDが表示されます。

「送信スピードモード」
設定されている送信スピードが表示されます。

「暗号化モード」
WEP暗号化の有効、無効が表示されます。

52 Mini-PWF
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◎TCP/IP
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「TCP/IP」を
クリックします。TCP/IPのステータスが表示されます。

「DHCP」
DHCPクライアント機能の ON / OFF が表示されます。

「IPアドレス」
本製品に設定されているIPアドレスが表示されます。

「サブネットマスク」
本製品に設定されているサブネットマスクが表示されます。

「ゲートウェイ」
本製品に設定されているゲートウェイアドレスが表示されます。
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◎ネットウェア（Netware）
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「ネットウェ
ア」をクリックします。ネットウェアのステータスが表示され
ます。

一般設定

「プリントサーバ名」
本製品に設定されたNetWareで使用するプリントサーバ名が表
示されます。

「ポーリングタイム」
NetWareサーバへのアクセス間隔が表示されます。

NDS（Novell Directory Service）設定

「NDSモード」
NetWareのNDSモードの情報が表示されます。

「NDSツリー名」
NetWareのNDSツリー名が表示されます。

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
設
定

4



55

「コンテキスト名」
NetWareのコンテキスト名が表示されます。

「ステータス」
NetWareのNDS印刷の状態が表示されます。

バイナリ設定

「バイナリ設定」
NetWareのバイナリモードの有効、無効が表示されます。

「ファイルサーバ名」
登録されているファイルサーバ名が表示されます。

「ステータス」
NetWareのバイナリ印刷の状態が表示されます。

◎アップルトーク
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「アップルト
ーク」をクリックします。アップルトークのステータスが表示さ
れます。
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アップルトーク設定

「ゾーン名」
ゾーン名が表示されます。ネットワークにゾーンが存在しない
場合は * が表示されます。

プリンタ情報

「ポート名」
設定されているプリントサーバのポート名が表示されます。

「プリンタタイプ」
プリントサーバと接続されているプリンタのモデル（型/品番）
が表示されます。

「データフォーマット」
プリントサーバに設定されているデータのフォーマットが表示
されます。PostScript対応のプリンタを使用している場合は
ASCII、TBCP、BCPのデータフォーマットのいずれかが表示さ
れます。
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◎SNMP
上側のメニューから「ステータス」をクリックし、「SNMP」をク
リックします。SNMPのステータスが表示されます。

一般設定

「SNMPコミュニティ」
本製品に設定されているSNMPコミュニティ名が表示されます。
本製品のメッセージをコントロールできるコミュニティ名は2
つあります。

SNMPトラップ設定

「SNMPトラップ」
SNMPトラップの有効、無効が表示されます。

「認証許可トラップ」
SNMPトラップ認証の有効、無効が表示されます。

「トラップIP」
トラップを送信する管理端末のIPアドレスを設定します。管理
端末は2台まで設定できます。
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■設定メニュー
本製品の各種設定ができます。

◎システム設定
上側のメニューから「設定」をクリックし、「システム」をクリッ
クします。システムの設定画面が表示されます。

「デバイス名」
本製品のデバイス名を設定します。管理上分かりやすい値を入
力する事を推奨します。

「管理者情報」
本製品の管理者情報を設定します。管理上分かりやすい値を入
力する事を推奨します。

「設置場所」
本製品の設置場所を設定します。管理上分かりやすい値を入力
する事を推奨します。
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パスワード設定

「新しいパスワード」
本製品の設定を変更するためのパスワードを設定することがで
きます。

「パスワード（再入力）」
パスワードの確認用です。「パスワード設定」で入力したパスワ
ードを再度入力してください。同じパスワードを入力しない場
合はパスワードが設定されません。パスワードを設定した後は、
ステータスメニュー以外の項目へアクセスすることはできませ
ん。ステータスメニュー以外の項目へアクセスした場合は、認証
ウィンドウが表示されます。

「ユーザー名」
ログインユーザー名には「admin」を使用してください。

「パスワード」
工場出荷時の設定には、パスワードは設定されていません。パ
スワードを設定したあとは設定したパスワードを使用してくだ
さい。
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◎ワイヤレス設定
上側のメニューから「設定」をクリックし、「ワイヤレス」をクリ
ックします。ワイヤレスの設定画面が表示されます。

基本設定

「モード」
通信方式を選択します。無線LANネットワークには、アクセスポ
イントを使用して、それぞれのクライアントが通信するインフ
ラストラクチャモード、またはアクセスポイントを使用せずに
それぞれのクライアント同士が通信するアドホックモードと
802.11アドホックモードがあります。
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「ESS-IDを一覧から取得、又は入力」
本製品が検出しているESS-IDが一覧に表示されます。一覧から
選択するか、直接入力してください。
ESS-IDを指定することにより無線LANグループを作成する事が
可能になります。
ESS-IDを指定した場合は同じIDをもつ無線機器またはアクセス
ポイントしか通信が出来ません。
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図4-1 インフラストラクチャモード

図4-2 アドホックモード



62 Mini-PWF

「サイトサーベイ」
使用可能なアクセスポイントの状態を参照します。

「チャンネル」
使用されるネットワーク環境に合わせてチャンネルを設定して
ください。
複数のチャンネルが混在する環境で使用される場合は必ず各チ
ャンネルの間を3つ以上空けてください。

「送信スピードモード」
送信速度を設定することが出来ます。
自動/11/5.5/2/1Mbpsから選択可能です。
無線LANでは、通信速度が遅いほど通信距離が伸びパケットの
損失率は下がります。
アクセスポイント、端末までの距離が長い、または無線に適し
ていない環境の場合は通信速度を調整する事により最適なパフ
ォーマンスを発揮することが可能になります。

アドバンスド設定

「ビーコン間隔」
ビーコン間隔の時間を設定します。デフォルトでは100に設定
されています。
0～65535まで設定可能です。

「プリアンブル」
プリアンブルの長さを設定します。ロングとショートが選択で
きます。
デフォルトではロングに設定されています。

「認証タイプ」
認証タイプは、WEPの規格で、「オープン」と「シェアードキー」
の2種類あります。MacintoshとWindowsなどを接続する場合は
「オープン」を選択します。自動的に選択する場合は「オート」を
選択します。
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WEP設定
WEP機能は、キーワードを暗号化して転送データにスクランブ
ルをかける機能です。この機能を有効に設定するとより高いセ
キュリティを使用したネットワークを実現することが可能です。
WEP機能有効時には、グループ内の全てのコンピュータが同じ
暗号キーを使用する必要があります。以下の手順でWEP機能を
設定してください。

「WEPを使用する」
WEP暗号化の有効、無効を選択できます。
WEP暗号化には64bit WEPと128bit WEPの2種類があります。

「キーフォーマット」
キー生成の方式を選択できます。選択できるフォーマットは文
字列（a～z, A～Z, 0～9）と16進数（A～F, 0～9）です。

「WEPキー」
WEPキーを入力します。選択したフォーマットに従って入力し
てください。

64bit WEPキーを選択した場合、作成できるキーは5桁の文字列か10桁の16
進数になります。例：AbZ12 （文字列） ABCDEF1234 （16進数）
128bit WEPキーを選択した場合、作成できるキーは13桁の文字列か26桁の
16進数になります。

注意

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
設
定

4



64 Mini-PWF

◎TCP/IP設定
上側のメニューから「設定」をクリックし、「TCP/IP」をクリッ
クします。TCP/IPの設定画面が表示されます。

TCP/IP設定

「IPアドレスを自動的に取得する」
ネットワーク上にDHCPサーバがあり、DHCPサーバからIPア
ドレスを取得する場合にはこちらを選択します。

「IPアドレスを固定で設定する」
本製品に割り当てるIPアドレスを固定するときはこちらを選択
します。通常はこちらを選択することを推奨します。

IPアドレス：
割り当てるIPアドレスを入力します。工場出荷時の設定は
「192.168.1.200」です。

サブネットマスク：
サブネットマスクを入力します。工場出荷時の設定は
「255.255.255.0」です。

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
設
定

4



65

ゲートウェイ：
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力します。工場出荷
時の設定は「192.168.1.1」です。

◎ネットウェア（Netware）設定
上側のメニューから「設定」をクリックし、「ネットウェア」をク
リックしてください。ネットウェアの設定画面が表示されます。

「プリントサーバ名」
NetWare上で使用する本製品の名前を設定します。

「ポーリングタイム」
本製品がNetWareサーバを検索する間隔を設定します。3～29
秒の範囲で設定できます。
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「ログインパスワード」
本製品がNetWareサーバのログインに使用するパスワードを設
定します。

「NDSモード」
NDS（Novell Directory Service）環境を使用する場合は、NDS
モードを「有効」に設定してください。

「ツリー名」
NDS環境にツリー名はある場合は、選択してください。

「コンテキスト名」
NetWareのコンテキスト名を入力します。

「バイナリモード」
NetWare環境でバイナリモードを使用する場合は、「バイナリ
モードを使用する」を「有効」に設定してください。

「ファイルサーバ名」
バイナリモードで使用するファイルサーバ名を選択してください。
ネットワークにファイルサーバが存在しない場合は、選択でき
ません。
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◎アップルトーク設定
上側のメニューから「設定」をクリックし、「アップルトーク」
をクリックします。アップルトークの設定画面が表示されます。

「ゾーン名」
本製品を1つのグループに属する場合は、名前を入力してくだ
さい。ネットワークにゾーンが存在しない場合は、「ステータス
メニュー」の「アップルトーク」→「ゾーン名」には * が表示
されます。

「ポート名」
識別用のポート名を設定します。通常は工場出荷時の設定を推
奨します。

「プリンタタイプ」
本製品と接続されているプリンタのモデルを設定できます。

「データフォーマット」
PostScript対応のプリンタを使用している場合はASCII、TBCP、
BCPのデータフォーマットから選択します。
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◎SNMP セットアップ
上側のメニューから「設定」をクリックし、「SNMP」をクリッ
クします。SNMPの設定画面が表示されます。

「SNMPコミュニティ名」
本製品にSNMPを使用してアクセスする為のコミュニティ名を
設定します。本製品はコミュニティ名を2つまで設定できます。

「プリビレッジ」
SNMPコミュニティのアクセス権限を「読込のみ」または「読み
書き可能」から選択します。工場出荷時の設定は「public、読み取り
専用」です。本製品は2つまで設定できます。

「SNMPトラップ」
管理端末にSNMPトラップを送信する場合には「有効」に設定
します。

「認証許可トラップ」
管理端末に認証許可トラップを送信する場合には「有効」に設
定します。
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「トラップIP」
トラップを送信する管理端末のIPアドレスを設定します。管理
端末は2台まで設定できます。

■ファームウェア
初期化：
本製品を工場出荷時の設定に戻すときにクリックします。
確認のメッセージが表示されますので工場出荷時の設定に戻す
ときは「OK」をクリックします。
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ファームウェアアップグレード：

ファームウェアのアップグレードをおこないます。アップグレ
ード用ファイル（mps20.bin）をフルパスで指定するか「参照」
をクリックして選択します。

「アップグレード」をクリックします。ファームウェアのアップ
グレードが開始されます。

1.

2.

最新のファームウェア情報に関しましては弊社WEBページ上にてご確認くだ
さい。（http://www.planex.co.jp/）

注意
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■再起動
本製品を再起動するときに使用します。再起動する場合は「OK」
をクリックします。
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コ
ン
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の
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定

5

コンピュータの設定

第5章

製品はWindows 98/98SE/Me/2000/XP、Mac OS、Linuxからの
印刷に対応しており、さまざまなネットワーク環境での使用が可能

です。ここでは標準的な4種類のネットワーク環境について、本製品の
インストール概要の例をあげて説明します。

■プロトコルのインストレーション
本製品はTCP/IP、IPX/SPX、NetBEUIプロトコルをサポートしています。
本製品プリントサーバを使用する場合は必要なプロトコルをインス
トールしてください。ここでは現在一般的に使用されているTCP/IP
プロトコルについて説明します。

［マイコンピュータ］を開き、そこから［コントロールパネル］
を開きます。

1 Windows 98/98SE/Me

本

1.
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［ネットワーク］を開きます。「ネットワークの設定」の「現在の
ネットワークコンポーネント」で、現在のネットワークの設定
状況を表しています。左側のアイコンはそれぞれ以下の物を表
しています。

「現在のネットワーク構成」の中に「TCP/IP」が入っていない場合
は、以下の手順で「TCP/IP」プロトコルを追加してください。
すでに「TCP/IP」が入っている場合は、6.に進んでください。

［追加］をクリックすると「ネットワークコンポーネントの選択」
ウインドウが開きます。「プロトコル」をクリックし［追加］をク
リックします。

2.
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「ネットワークプロトコルの選択」ウインドウが開きます。「製造
元」で「Microsoft」を選択して「ネットワークプロトコル」に表示
される一覧から「TCP/IP」をクリックして［OK］をクリックしま
す。ネットワークの構成にTCP/IPプロトコルが追加されます。

TCP/IPプロトコルでネットワークを構築するためには、コン
ピュータ（ネットワークアダプタ）ごとに固有の「IPアドレス」
を設定する必要があります。

「TCP/IP」を選択し、［プロパティ］をクリックします。

4.
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「IPアドレス」タブを選択して、IPアドレスを設定します。初期
設定値では「IPアドレスを自動的に取得」がチェックされてい
ます。「IPアドレス」と「サブネットマスク」を入力できるように
するには、「IPアドレスを指定」をチェックします。「IPアドレス」
と「サブネットマスク」が入力できるようになります。

7.

ここからの設定はIPアドレスを固定設定します。すでにブロードバンド
ルータやDHCPサーバなどによるIPアドレスの自動割当を行っているネット
ワークでは「IPアドレスを自動的に取得」のままにして下さい。

注意
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ローカルネットワークで使用する場合、IPアドレスには任意の
番号を使うことができますが、ここでは、ローカルネットワーク
用のIPアドレス（Class C）として定義されている「192.168」
で始まるアドレスを使用します。本製品には工場出荷時の設定
で「192.168.1.200」が割り当てられていますので、コンピュータ
に「192.168.1.1～199、201～254」の中からIPアドレスを割り当
てます。

8.

IPアドレスは必ず固有のアドレスを設定する必要があります。また、サブネ
ットマスクは通信可能な範囲を決めます。サブネットマスクが
「255.255.255.0」の場合は、「xxx.xxx.xxx.1～254」の間の機器同士で通信
可能ですのでこの範囲内で任意に固有のアドレスが設定できます。

注意
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IPアドレスの設定が終わったら［OK］をクリックし「TCP/IPの
プロパティ」を閉じてください。

全ての設定が終了したら「ネットワーク」のプロパティの［OK］を
クリックします。コンピュータを再起動するか聞いてきますの
で「はい」をクリックしてコンピュータを再起動してください。

■プリンタの設定
ここではすでにネットワークの設定が完了していることを前提
にしております。ご利用のネットワーク環境とプロトコルに合
わせてインストール方法を選んでください。

「第3章 Smart Print Manager 3WJによる設定 3-1 インストー
ル」の手順でコンピュータに「Planex PS Port」をインストール
しておきます。

「スタート」→「設定」→「プリンタ」をクリックします。「プリンタ」
ウィンドウが表示されます。

9.

10.

1.

2.
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「プリンタの追加」のアイコンをダブルクリックします。

「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。「次へ」
ボタンをクリックします。

3.

4.
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プリンタの接続先の確認画面が表示されますので「ローカル
プリンタ」を選択し、「次へ」をクリックします。

プリンタの選択画面が表示されます。プリンタのマニュアルを
参考に、ご使用のプリンタの製造元とモデルをリストの中から
選択して「次へ」をクリックします。

5.
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「利用できるポート」の選択画面で「LPT1：」をリストの中から
選択し、「次へ」をクリックします。

プリンタ名を変更する場合は、新しいプリンタ名を入力し
「完了」をクリックします。

7.

8.
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プリンタ設定が終了した後は、新しく作成されたプリンタアイ
コンが「プリンタ」ウィンドウに表示されます。
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「プリンタ」ウィンドウの「プリンタ」アイコンを右クリックして
表示されるメニューから「プロパティ」をクリックします。「”プ
リンタ”のプロパティ」が表示されます。

10.
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「“プリンタ名”のプロパティ」が表示されたら「詳細」タブを
クリックします。その後「ポートの追加」をクリックします。

11.
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「ポートの追加」ウィンドウで「その他」をクリックします。「追加
するポートの種類」のリストから「PS Port」を選択し、「OK」を
クリックします。

「ポートの追加」が表示されます。使用するプロトコルタブを
選択します。ネットワーク上で使用可能なプリントサーバが
表示されます。「PID」の欄に書かれているのはポート番号です。
使用されるプリンタと接続されているポート番号を選択し、
「OK」をクリックします。

＊ここではTCP/IPを例として設定しています。

12.
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「印刷先のポート」の項目に書かれているポートを確認してくだ
さい。

14.
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■Windows 2000プロトコルのインストレーション
本製品はTCP/IP、IPX/SPX、NetBEUIプロトコルをサポートし
ています。本製品プリントサーバを使用する場合は必要なプロ
トコルをインストールしてください。ここでは現在一般的に使
用されているTCP/IPプロトコルについて説明します。

［マイコンピュータ］→［コントロールパネル］を開きます。

［ネットワークとダイアルアップ接続］→［ローカルエリア接続］
を開きます。［プロパティ］をクリックします。

2 Windows 2000/XP

1.

2.
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［ローカルエリア接続のプロパティ］が開きます。現在のネット
ワークの設定状況を表しています。各コンポーネントの左側の
アイコンはそれぞれ以下の物を表しています。また、各コンポ
ーネントのチェックマークが入っているものが現在有効になっ
ています。

コンポーネントの中に「インターネットプロトコル（TCP/IP）」
が入っていない場合は、以下の手順で各コンポーネントを追加
してください。すでに「Microsoft用ファイルとプリンタ共有」
「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が入っている場合は、
7.に進んでください。

［インストール］をクリックします。
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「ネットワークコンポーネントの種類の選択」ウインドウが開き
ます。「プロトコル」をクリックして［追加］をクリックします。

「ネットワークプロトコルの選択」が開きます。「ネットワークプ
ロトコル」に表示される一覧から「インターネットプロトコル
（TCP/IP）」をクリックし、［OK］をクリックします。
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ローカルエリア接続のプロパティに「インターネットプロトコル
（TCP/IP）」が追加されます。

「Microsoftネットワーク用クライアント」「Microsoftネットワーク
用ファイルとプリンタ共有」がインストールされていない場合は、
同様の手順で「クライアント」と「サービス」から、必要なファイル
をインストールしてください。インストール後、各コンポーネン
トにチェックマークが入っていることを確認します。

TCP/IPプロトコルでネットワークを構築するためには、コンピ
ュータ（ネットワークアダプタ）ごとに固有の「IPアドレス」を設
定する必要があります。「インターネットプロトコル（TCP/IP）」
を選択し、［プロパティ］をクリックします。
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初期設定値では「IPアドレスを自動的に取得する」にチェックさ
れています。「IPアドレス」と「サブネットマスク」を入力できる
ようにするには、「次のIPアドレスを使う」をチェックしてくだ
さい。「IPアドレス」と「サブネットマスク」が入力できるように
なります。

8.
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ここからの設定はIPアドレスを固定設定します。すでにブロードバンドルー
タやDHCPサーバなどによるIPアドレスの自動割当を行っているネットワー
クでは「IPアドレスを自動的に取得する」のままにして下さい。

注意



92 Mini-PWF

ローカルネットワークで使用する場合、IPアドレスには任意の
番号を使うことができますが、ここでは、ローカルネットワー
ク用のIPアドレス（Class C）として定義されている「192.168」
で始まるアドレスを使用します。本製品には工場出荷時の設定
で「192.168.1.200」が割り当てられていますので、コンピュ
ータに「192.168.1.1～199、201～254」の中からIPアドレス
を割り当てます。

9.
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IPアドレスの設定が終わったら［OK］をクリックし「インターネ
ットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ」を閉じてください。
「ローカルエリアのプロパティ」で［OK］をクリックして閉じて
ください。「ローカルエリア接続状態」を閉じます。再起動を要
求される場合がありますので、その場合は再起動してください。
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■Windows XPプロトコルのインストレーション
本製品はTCP/IP、IPX/SPX、NetBEUIプロトコルをサポートし
ています。本製品を使用する場合は必要なプロトコルをインス
トールしてください。ここではWindows XP クラシックスタイ
ルを例にあげて、現在一般的に使用されているTCP/IPプロトコ
ルについて説明します。

［スタート］→「設定」→「ネットワーク接続」を選択します。1.
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「ネットワーク接続」が表示されます。現在ネットワークに接続
されている「ローカルエリア接続」をダブルクリックします。

［ローカルエリア接続の状態］が表示されます。［プロパティ］
をクリックします。
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［ローカルエリア接続のプロパティ］が表示されます。現在の
ネットワークの設定状況を表しています。各コンポーネントの
チェックマークが入っているものが現在有効になっています。

コンポーネントの中の「インターネットプロトコル（TCP/IP）」
にチェックマークが入っていない場合は、チェックマークを入
れます。
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TCP/IPプロトコルでネットワークを構築するためには、コン
ピュータ（ネットワークアダプタ）ごとに固有の「IPアドレス」を
設定する必要があります。「インターネットプロトコル
（TCP/IP）」を選択し、［プロパティ］をクリックします。
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「次のIPアドレスを使う」をチェックします。ローカルネット
ワークで使用する場合、IPアドレスには任意の番号を使うこと
ができますが、ここでは、ローカルネットワーク用のIPアドレス
（Class C）として定義されている「192.168」で始まるアドレスを
使用します。本製品には工場出荷時の設定で「192.168.1.200」
が割り当てられていますので、コンピュータに「192.168.1.1～
199、201～254」の中からIPアドレスを割り当てます。

5.

IPアドレスは必ず固有のアドレスを設定する必要があります。また、サブネ
ットマスクは通信可能な範囲を決めます。サブネットマスクが
「255.255.255.0」の場合は、「xxx.xxx.xxx.1～254」の間の機器同士で通信
可能ですのでこの範囲内で任意に固有のアドレスが設定できます。

注意
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IPアドレスの設定が終わったら［OK］をクリックし「インター
ネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ」を閉じてください。
「ローカルエリア接続のプロパティ」で［OK］をクリックして
閉じてください。「ローカルエリア接続状態」を閉じます。再
起動を要求される場合がありますので、その場合は再起動し
てください。

コ
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■Windows 2000/XPプリンタの設定（TCP/IP、
IPX/SPX、NetBEUI共通）

すでにネットワークの設定が完了していることが前提です。
ご利用のネットワーク環境とプロトコルに合わせてインストール
方法を選んでください。

◎プリンタの設定（TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI共通）
ここではTCP/IPを例として設定しています。基本的な設定は
TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI共通です。

Windows2000は「スタート」→「設定」→「プリンタ」をクリックし
ます。WindowsXPは「スタート」→「プリンタとFAX」をクリック
します。

1.
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「プリンタ」ウィンドウが表示されます。

「プリンタの追加」アイコンをダブルクリックします。「プリン
タの追加ウィザード」が表示されます。「次へ」をクリックし
ます。
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「ローカルまたはネットワークプリンタ」が表示されます。
「ローカルプリンタ」を選択し、「次へ」をクリックします。

「プリンタポートの選択」の選択画面が表示されます。「新しい
ポートの作成」項目をチェックします。「種類」リストから「PS
Port」を選択し「次へ」をクリックします。

4.

5.
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「ポートの追加」が表示されます。使用するプロトコルタブを
選択します。ネットワーク上で使用可能なプリントサーバが
表示されます。「PID」の欄に書かれているのはポート番号です。
使用するプリンタと接続しているポート番号を選択して「OK」
をクリックします。

＊ここではTCP/IPを例として設定しています。

「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。
プリンタのマニュアルを参考にプリンタの製造元とプリンタモ
デルをリストから選択します。
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「プリンタ名」が表示されます。プリンタ名を変更しない場合は
「次へ」をクリックします。

「プリンタ共有」ウィンドウが表示されます。共有しない場合
は「次へ」をクリックします。

8.

9.
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「テストページの印刷」が表示されます。「はい」または「いいえ」
を選択して「次へ」をクリックします。

「プリンタの追加ウィザードを完了しています」が表示されます。
設定内容を確認してください。変更あるいは間違いがない場合
は「完了」をクリックします。
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10.
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◎プリンタの設定（TCP/IP ポート印刷）
ここではWindowsXP/2000標準のTCP/IP ポート印刷の設定を説明
します。LPRポートを使用して印刷をしない場合は「プリンタの設
定（TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI共通）」を参考に設定してください。

Windows2000は「スタート」→「設定」→「プリンタ」をクリック
します。WindowsXPは「スタート」→「プリンタとFAX」を選択
してください。

「プリンタ」ウィンドウが表示されます。

1.

2.
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「プリンタの追加」アイコンをダブルクリックします。「プリンタ
の追加ウィザード」が表示されます。「次へ」をクリックします。

「ローカルまたはネットワークプリンタ」が表示されます。「ロー
カルプリンタ」を選択し、「次へ」をクリックします。
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「プリンタポートの選択」の選択画面が表示されます。「新しい
ポートの作成」項目をチェックします。「種類」リストから
「Standard TCP/IP Port」を選択し、「次へ」をクリックします。

「標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウィザード」が起動します。
［次へ］をクリックします。

5.

6.
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「ポートの追加」が表示されます。「プリンタ名またはIPアドレス」
に本製品に設定してあるIPアドレスを入力します。「ポート名」
は自動的に入力されますので、そのままにしておいてください。
［次へ］をクリックします。

「ポート情報がさらに必要です。」が表示されます。「デバイスの
種類」から「カスタム」を選択し、［設定］をクリックします。
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「標準TCP/IP ポート モニタの構成」が表示されます。「プロト
コル」の設定を「LPR」にします。キュー名には「lp1」と入力し、
［OK］をクリックします。

9.
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「ポート情報がさらに必要です。」に戻ります。［次へ］をクリック
すると「標準TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードの完了」
が表示されます。［完了］をクリックします。

「プリンタの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。
プリンタのマニュアルを参考にプリンタの製造元とプリンタ
モデルをリストから選択します。
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「プリンタ名」が表示されます。プリンタ名を変更しない場合は
「次へ」をクリックします。

「プリンタ共有」が表示されます。共有しない場合は「次へ」を
クリックします。

12.

13.
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「テストページの印刷」が表示されます。「はい」または「いいえ」
を選択し、「次へ」をクリックします。

「プリンタの追加ウィザードを完了しています」が表示されます。
設定内容を確認してください。変更あるいは間違いがない場合
は「完了」をクリックします。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
定

5

14.

15.



114 Mini-PWF

AppleTalkネットワークプロトコルは、Mac OSバージョン8.0
以上を使用したコンピュータ上で使用されます。AppleTalk は
標準のイーサネットやファストイーサネットを使ったネットワ
ーク通信で使用できるほか、より低速の専用プロトコル
［LocalTalk トランスポート］でも使うことができます。

＜備考＞
プリントサーバ上のポートに接続されているプリンタの「セレ
クタ」名は、そのポート名と同じになります。AppleTalkでの
印刷をおこなう場合は、AppleTalkを使用しているネットワー
ク全範囲内で、他のプリンタが同じポート名を使用していない
ことを確認してください。

3 Mac OS

本製品のネットワーク印刷は、PostScriptプリンタのみ対応可能です。
PostScript以外のプリンタからの印刷には対応していません。
グラフィックデータなどのバイナリデータ出力時には、本製品のAppleTalk
設定で、「データフォーマット」を「TBCP」または「BCP」に設定してください。

注意
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■プリントサーバをAppleTalk用にセットアップ
AppleTalkでの印刷用にプリントサーバをセットアップするには、
以下の設定をおこなってください。プリントサーバに接続されて
いるPostScript プリンタを選択する方法は、使用中のプリンタド
ライバのバージョンにより若干異なります。以下に挙げる方法で
は、Laser Writer 8プリントドライバの使用を想定しています。
プリントサーバに接続されているプリンタをMac OS ワークス
テーションのデフォルトプリンタに設定するには、以下の設定
をおこなってください。

■3-1.Mac OS 8.x / 9.x をお使いの場合

「Apple」メニューから「セレクタ」を選択し、セレクタを開いて
ください。

右側の画面で、LaserWriter 8 アイコンを選択してください。
また、AppleTalk が「使用」に設定されていることを確認してく
ださい。

ネットワーク上のすべてのPostScript プリンタが「PostScript
プリンタの選択」にリスト表示されます。表示されている名前の
最後がポート番号になります。

このプリンタをまだデフォルトプリンタとして設定していない
場合、コンピュータは「プリンタ記述」（PPD）ファイルを確認し
てきます。使用中のプリンタ用のプリンタ記述ファイルを選択
してください。リスト上で使用中のプリンタが見つからない場
合は、「一般設定を使用」をクリックして「一般設定」を使用して
ください。今後この設定を使用される場合は、「セレクタ」ウィ
ンドウ内の「再設定」をクリックしてください。

これで選択されたプリンタがコンピュータのデフォルトのプリ
ンタになりました。現在何かアプリケーションを開いている場
合は、その中の「ページ設定」を選択する必要があります。
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■3-2.Mac OS Xをお使いの場合

本製品を使用するPCに、付属のプリンタドライバをインストー
ルします。ドライバのインストール手順は使用するプリンタの
説明書に従っておこなってください。プリンタメーカーのホー
ムページなどでOS対応情報を確認し、最新版のドライバを入手
することを推奨します。

「Finder」の「移動」メニューから「アプリケーション」を選択
します。表示されるウインドウから「ユーティリティ」フォル
ダを開き、「プリンタセンター」を起動します。

「プリンタリスト」ウィンドウで「追加」をクリックします。

プルダウンリストから「AppleTalk」を選択し、「ローカル
AppleTalkゾーン」を選択します。ウインドウ内に表示される
本製品のポート名を選択します。

「プリンタの機種」のプルダウンリストから、使用するプリンタ
機種を選択し、「追加」をクリックします。

「プリンタリスト」に戻ります。選択したプリンタが追加された
ことを確認し、メニューバーの「プリンタセンター」から「プ
リンタセンターの終了」を選択します。

これでプリンタの設定は終了です。現在起動中のアプリケーシ
ョンがある場合は、印刷する前にアプリケーションの「ページ
設定」を選択し、設定を確認・変更する必要があります。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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本製品はVine LinuxやRed Hat Linuxなど、任意のLinux環境で
使用することができます。基本的にLinuxの印刷システムは
BSDのシステムに基づきます。Linuxのディストリビューショ
ンごとにプリンタの設定方法がわずかながら違います。ここで
は現在の代表的ディストリビューションのRedHatLinux7.2以降
のX-Window環境での使用方法について説明します。

Linuxシステム上で本製品を使用するときはTCP/IPプロトコル
を使用します。ご使用のLinuxシステムのIPアドレスを設定して、
本製品と通信できるように設定してください。

ルート権限でLinuxにログインし、X-Windowを起動してくだ
さい。

「ここからスタート」アイコンをダブルクリックして開いてくだ
さい。「システムの設定」アイコンをダブルクリックして開き、
「プリンタ設定」アイコンをダブルクリックしてください。
「Printconf-gui」が起動します。

「Printconf-gui」から［新規］アイコンをクリックしてください。
「新規プリンタの追加」ウィンドウが表示されますので、［次へ］
をクリックしてください。

「プリンタ名とタイプの設定」ウィンドウが表示されます。「プリ
ンタ名」には任意の名前を入力してください。「プリンタタイプ」
からは「UNIXプリンタ」を選択してください。［次へ］をクリック
してください。

4 Linux

1.

2.

3.

4.

5.
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「UNIXプリンタの設定」ウィンドウが表示されます。「サーバ」に
は本製品に割り当てたIPアドレスを入力してください。「プリン
タ」には「lp1」と入力してください。［次へ］をクリックしてくだ
さい。

「プリンタドライバの選択」ウィンドウが表示されます。ご使用
のプリンタのドライバを選択して、［次へ］をクリックしてくだ
さい。

「完了、新規プリンタの作成」ウィンドウが表示されます。［完了］
をクリックしてください。

6.

7.

8.
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製品は通常のネットワーク印刷機能のほかに、いくつかの追加機能
が装備されています。本章では、追加された機能の概略について説

明します。

本製品はIPPをサポートしています。IPPはインターネットを経由した
プリントを実行するための最新のプロトコルです。Windows PCからプ
リンタへのインターネット経由で出力することができ、イントラインタ
ーネット上のプリンタでジョブを処理することによりネットワーク上の
プリンタ管理を容易にします。インターネットプリンティングにはさま
ざまな活用法がありますが、FAXの代用としても注目されています。例
えば地方、海外支店のプリンタをFAXとして兼用または代用することに
より、より鮮明な文書や画像を送ることが出来るだけでなく、インター
ネットを経由していることで大幅な通信費の削減を可能にします。

1 IPP（Internet Printing Protocol）

本

図6-1 IPPイメージ図
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Windows2000は「スタート」→「設定」→「プリンタ」をクリック
します。WindowsXPは「スタート」→「プリンタとFAX」をク
リックします。「プリンタ」ウィンドウが表示されます。

「プリンタの追加」アイコンをダブルクリックします。「プリンタ
の追加ウィザード」が表示されます。「次へ」をクリックします。

追
加
機
能

6

IPPはWindows 2000/XPでのみ標準で実装されています。Firewallが設置
されているネットワークでは、送信されてくるIPPプリントリクエストが
“アクセス許可”となるようFireWallを設定してください。

注意

1.

2.
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「ローカルまたはネットワークプリンタ」が表示されますので
「ネットワークプリンタ」を選択し、「次へ」をクリックします。

「プリンタの検索」が表示されます。「インターネットまたは
イントラネット上のプリンタに接続」の項目をチェックしてくだ
さい。チェックしたあと「URL：」の項目に本製品に設定した
IPアドレスとプリンタに接続してあるプリントサーバのポート
番号を入力します。入力形式は「http：//xxx.xxx.xxx.xxx/lp1
（xxx.xxx.xxx.xxxはIPアドレス）」になります。「次へ」をクリック
します。

追
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「プリンタの接続」が表示されます。［OK］をクリックします。

「プリンタの追加ウィザード」が表示されます。プリンタのマニ
ュアルを参考にプリンタの製造元とプリンタモデルをリストか
ら選択します。

5.

6.
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「プリンタ名」が表示されます。プリンタ名を変更しない場合は
そのまま「次へ」をクリックします。

「プリンタ共有」が表示されます。共有しない場合はそのまま
「次へ」をクリックします。
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「テストページの印刷」が表示されます。「はい」または「いいえ」
を選択し、「次へ」をクリックします。

「プリンタの追加ウィザードを完了しています」が表示されます。
設定内容を確認してください。変更あるいは間違いがない場合
は「完了」をクリックします。

9.
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製品に接続した機器間の通信ができない場合は以下の点を確認
してください。

トラブルシューティング

付録A

125

Q.印刷できないプリンタの種類は？

A.プリントサーバはプリンタからの信号をネットワークに返すことが
できません。従って「双方向パラレルポート」で動作させる
ことが必須なプリンタ（「Windows Printing System」仕様のプリン
タ等）の場合、プリンタからの信号が返ってこないためにプリンタ
ドライバは「このコンピュータにはプリンタが接続されていない」
と判断するため印刷することができません。一部のメーカーのよう
にオリジナルのスプールマネージャーを使うようなプリンタも使用
できないことがあります。また、上記の理由からインクジェットプ
リンタのインク残量を見るような機能にも対応することができませ
ん。複合機（FAX、スキャナ、コピー等）でのご利用はできません。
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Q.EPSONのMJ/PMシリーズのプリンタで印刷ができない。

A.以下の手順で設定を変更してください。

１.［スタート］→［プログラム］→［EPSON］→［スプールマネー
ジャー］を開いてください。

２.使用しているプリンタを選択して［プリントキュー］→［キューセ
ットアップ］を開いてください。

３.「全体」の「プリントマネージャーを使用する」をチェックして
［OK］をクリックしてください。以上で印刷できるようになります。

Q.インク残量や用紙切れの情報を確認できなくなった。

A.本製品は双方向通信に対応していません。そのためプリンタドライ
バがプリンタからの情報を受け取れないために発生します。

Q.HEWLETT PACKARDのDeskJetシリーズのプリンタで印刷が
できない。

A.双方向通信機能を無効にしてみてください。双方向通信機能の設定
方法につきましては、HEWLETT PACKARD社のWebページ「テク
ニカルサポート」のページをご参照ください。
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Q.印刷がうまくいかない。

A.以下の手順で双方向機能が無効になっているか確認してください。

1.「設定」→「プリンタ」を開いてください。

2. プリンタドライバのアイコンにカーソルを合わせマウスの右ボタン
をクリックしてください。メニューが表示されますので「プロパテ
ィ」を開いてください。

3.「詳細」タブをクリックして「スプールの設定」をクリックしてく
ださい。

4.「このプリンタで双方向通信機能をサポートする」がチェックされ
ていたら「サポートしない」に変更してください。

Q .他のコンピュータが印刷中に印刷を実行するとエラーになって
しまう。

A.Windows NTサーバやNetWareサーバを経由しないで、直接プリン
トサーバに印刷データを送る環境で設定をしている時に発生します。
回避するためにはWindows NTかNetWareサーバをネットワーク上
に設置して、印刷データをサーバにスプールする（サーバ上に一旦
データを貯めておく）ような環境にする必要があります。

Q.TCP/IPで設定しようとしているが本製品が検出されない。

A.IPアドレスは正しく設定されていますか。マニュアルに記載されて
いるIPアドレスはあくまで例ですので、ご使用の設定によってはそ
のままマニュアル通りのIPアドレスを入力しても認識されません。
IPアドレスの設定については「Smart Print Manager 3WJ」から本
製品にIPアドレスを設定してください。TCP/IPネットワークの場合、
全てのコンピュータと本製品に固有のIPアドレスを割り当てる必要
があります。
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DIPスイッチ使用方法

付録B

129

D
IP

ス
イ
ッ
チ
使
用
方
法

B

DIPスイッチは通常、「N」（LED側）に設定されています。

プリントサーバ背面にあるDIPスイッチを「D」（電源コネクタ
側）に設定します。

本製品と通信するワイヤレスネットワークの設定を通信モード：
IEEE802.11アドホック、ESS-ID：WLAN-PS に設定します。

ユーティリティまたはWEBブラウザから検索してプリントサー
バの設定を確認します。

必要であれば設定を変更します。

設定を保存します。

本製品を再起動します。

DIPスイッチを元の位置に戻します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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仕様

付録C

仕
様
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この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

弊社では製品をお買い上げいただいたお客様にユーザー登録をお願

いしております。ユーザー登録を行っていただいたお客様には新製

品情報、バージョンアップ情報、キャンペーン情報等さまざまな情報

を提供させていただきます。また、製品の故障等でユーザーサポート

をお受けになるにはお客様のユーザー登録が必要となります。ぜひ

ユーザー登録を行ってくださいますようお願いいたします。

ユーザー登録は下記弊社インターネットホームページ上で受け付

けております。ユーザー登録を行って戴いたお客様の中から毎月抽

選でプレゼントを差し上げております。

http://www.planex.co.jp/user/

ユーザー登録について
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■弊社製品の追加購入
弊社製品のご購入は、販売店様またはPCIダイレクトまで。
ケーブル1本からレイヤ3スイッチまで、お客様が探しているものが見つかります。

〈PCIダイレクト〉
http://direct.planex.co.jp/

■製品に関するお問い合わせ
製品購入前のご相談や、ご質問は弊社専任アドバイザーにお任せください。
ネットワーク導入やシステム構築・拡張など、お客様のお手伝いをいたします。

〈ご質問/お見積もりフォーム〉
http://www.planex.co.jp/lan.shtml

■技術的なお問い合わせ・修理に関するお問い合わせ
製品購入後のご質問は、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。
豊富な知識をもったサポート技術者が、お客様の問題を解決いたします。

〈お問い合わせフォーム〉
http://www.planex.co.jp/support/techform/
受付：24時間
〈電話〉
フリーダイヤル：0120-415977
受付：月～金曜日、10～12時、13～17時
＊祝祭日および弊社規定の休業日を除く
〈FAX〉
ファクス番号：03-5614-1018
受付：24時間

◇お問い合わせ前のお願い
サポートを円滑に行うため、お問い合わせ前に以下のものをご用意ください。
お客様のご協力お願いいたします。
・弊社製品の製品型番とシリアルナンバー
・ご利用のコンピュータの型番とオペレーティングシステム名（Windows XP/Meなど）
・ご利用のネットワークの環境（回線の種類やインターネットサービスプロバイダ名など）
・ご質問内容（現在の状態、症状など。エラーメッセージが表示されている場合はその詳細
を書きとめてください）

■その他
その他のお問い合わせ先は、弊社ホームページからお確かめください。

プラネックスコミュニケーションズ
http://www.planex.co.jp/

弊社へのお問い合わせ

注）上記内容は2003年10月現在の情報です。内容は予告なく変更または削除される場合があります。ご了承ください。
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技術的なご質問は、この2ページをコピーして必要事項をご記入の
上、下記FAX番号へお送りください。
プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当行

FAX：03-5614-1018

送信日：　　　　　　　　　

部署名

会社名

名前

電　話 ＦＡＸ

E-MAIL

型番
Product No. Mini-PWF

11Mbps 無線LAN対応パラレルプリントサーバ製品名
Product name.

製造番号
Serial No.

メーカー

型番

① INTERFACE CARD

質問表

ネットワーク OS

OS

② ソフトウェア

バージョン

バージョン

メーカー

型番

① ご使用のプリンタについて
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③ 質問内容
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保 証 規 定
プラネックスコミュニケーションズ（株）は、本製品についてご購入日より本保証書に記
載の保証期間を設けております。
本製品付属の取扱説明書などに従った正常な使用状態の下で、万一保証期間内に故障・不
具合が発生した場合、本保証規定に基づき無償修理・交換対応を行います。
ただし、次のような場合には保証期間内であっても有償修理となります。
1. 本保証書がない場合。
2. 本保証書に、ご購入日・お名前・ご購入代理店印の記入がない場合、または字句が改
ざんされている場合。
3. 取扱上の誤り、または不当な改造や修理を原因とする故障及び損傷。
4. ご購入後の輸送・移動・落下による故障及び損傷。
5. 火災、地震、落雷、風水害、ガス害、塩害、異常電圧およびその他の天変地異など、外
部に原因がある故障および損傷。
6. 他の機器との接続に起因する故障・損傷。

初期不良交換
保証期間発生日より1ヶ月以内の故障に関しては、初期不良交換サービスの対象となります。
お客様より初期不良である旨申告していただき、弊社がその申告現象を確認した場合に限り、
初期不良品として新品と交換いたします。
ただし、検査の結果、動作環境や相性を起因とする不具合であった場合には、初期不良交
換サービス対象とはなりません。また、当サービスをご利用頂くには、お買い上げ商品の
全ての付属品が揃っていることが条件になります。

◎初期不良・修理依頼の手順（センドバック方式）
弊社では、センドバック（先に修理依頼品をお送りいただき、弊社より修理完了品をご返
却する）方式による修理対応を行っております。
1.本製品に故障・不具合が発生した場合、弊社サポートセンターまでご連絡ください。
お送り先をご案内させていただきます。

プラネックスコミュニケーションズ（株）サポートセンター
フリーダイヤル・0120-415977 FAX・03-5614-1018
Web・http://www.planex.co.jp/support/repair/

2.ご案内に従って、修理依頼品を弊社リペアセンターまでお送りください。
（誠に勝手ながら、リペアセンターへお送りいただく際の送料はお客様のご負担でお願いいたします。）
3.当該初期不良・修理品の到着後、初期不良の場合は交換品、修理の場合は修理完了品
をお送りいたします。

免責事項
・お客様及び第三者の故意または過失と認められる本製品の故障・不具合の発生につきましては、弊社で
は一切責任を負いません。
・本製品の使用及び不具合の発生によって、二次的に発生した損害（事業の中断及び事業利益の損失、記
憶装置の内容の変化、消失等）につきましては、弊社では一切責任を負いません。
・本製品に装着することにより他の機器に生じた故障・損傷について、弊社では本製品以外についての修
理費等は一切保証致しません。
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●弊社の保証規定を必ずご覧下さい●

製品名
Product name

保証期間
Warranty

型番
Product No.

製造番号
Serial No.

西暦　 年 月 日　より　1年間

保 証 書

11Mbps 無線LAN対応パラレルプリントサーバ

Mini-PWF

会社名

部署名

お名前

フリガナ

フリガナ

フリガナ

ご住所 都 道

府 県

TEL

メールアドレス

FAX

ご購入代理店名

所在地

※本保証書は日本国内においてのみ有効です。 This warranty is valid only in Japan.




